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Q21b NANTEN2による大マゼラン雲の観測：巨大分子雲複合体-アーク領域の観測
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大マゼラン雲には、なんてん 4m電波望遠鏡を用いた 12CO(1-0) 輝線観測により、約 104.5M⊙以上の分子雲が
272個同定されている。これらは、HII領域および星団との比較から、星形成活動の活発さをもとに、３つのType
に分類される。Type I は大質量星形成の兆候が見えていないもの、Type II はHII領域が付随、Type IIIは大規
模星団が付随しているもの、である。大マゼラン雲内の分子雲の性質をさらに詳細に調べ、星団／大質量星形成
活動について理解を深めるため、NANTEN2サブミリ波望遠鏡を用いて、大規模サーベイを開始した。プロジェ
クトは大きく４つにわかれる：[1] 12CO(2-1)輝線による分子雲探査と 13CO(2-1)輝線による物理状態の導出、[2]
12CO(4-3)および 13CO(4-3)による分子雲コアの同定と、温度や密度の導出、[3]12CO(7-6)輝線による高温高密度
領域の物理状態の導出、[4] [CI]輝線による PDR領域の探査、である。
本講演では、昨年 10月に開始した 230GHz帯の 12CO(2-1)輝線観測について主に紹介する。大マゼラン雲南東

部に存在する、大規模HII領域複合体 30 Dorと、その南側に 1 kpc以上にわたってに広がる分子雲複合体、さら
に、銀河の南端でアーク状に連なった分子雲方向を含む 4.5平方度の観測を終了している。ビームサイズは 90秒角
で、大マゼラン雲の距離、50 kpcでは 18 pcという高い分解能に相当する。本観測により、12CO(1-0)輝線で同定
した分子雲は全て検出され、分布も大局的には一致している。しかし、Typeが I, II, IIIとなるにつれ、12CO(2-1)
輝線輝線強度は高まり、分子雲の強度ピークでの 12CO(1-0)輝線との強度比も高い。


